
























念が抽出された．また，20 歳代では科学性，30 歳代では人間性，40 歳代以上では社会
性という順にプロフェッショナリズムを獲得している可能性が示唆された． 






筆者の修士研究の質問紙調査で回答を得た 4 大学附属病院に勤務する DH のうち，














2．プロフェッショナリズムの醸成順序は，短大・専門学校出身の 30 歳代以降の DH







ートナー型】プロフェッショナリズムの 3 つが存在した． 
 
［考察］ 
今回抽出された 8 つの構成概念は先行研究で抽出された概念の構成分とよく類似し
ており，本研究の妥当性が示唆された．また，プロフェッショナリズムの獲得・醸成順
序や構成分の内容やタイプは，出身教育機関の学習目標やカリキュラム(講義，実習な
ど)と卒後の職場環境での学びの形態から大きく影響を受け，特に教育機関での学びが
卒後の個人のプロフェッショナリズムの傾向に深くかかわっていると推測された．  
 
［結論］ 
DH のプロフェッショナリズムの構成分や獲得と醸成には，卒前の学習, 卒後のキャ
リア環境や臨床現場における個人や関連する他者との相互（協働，協調）学習が深く関
与していることが示唆された． 
